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Ⅳ 調査結果のあらまし 
 

４．４．４．４．ドメスティック・バイオレンスドメスティック・バイオレンスドメスティック・バイオレンスドメスティック・バイオレンス    ////    セクシャル・ハラスメントセクシャル・ハラスメントセクシャル・ハラスメントセクシャル・ハラスメントについてについてについてについて    

◆問６ 配偶者等からの行為に対する暴力認識 

 身体に直接的な被害を及ぼす行為については、「どんな場合も暴力に当たる」を選択した割合が高く（約85％

～95％）、「暴力の場合とそうでない場合がある」をあわせると、95％以上の県民が暴力だと認識している。 

一方、身体に直接的な被害を及ぼさない精神的な行為等については、「暴力の場合とそうでない場合がある」

の割合が、身体に直接的な被害を及ぼす行為よりも高くなっているものの、85％以上の県民が暴力だと認識して

いる。 

前回調査と比較すると、ほとんどの項目で前回調査時点よりも「暴力に該当する（「どんな場合も」「時により」）」

と回答する割合が高くなっており、ＤＶに対する県民の理解、認識が高まっていることが伺える。 

 

◆問７ ＤＶ経験、見聞有無 

「直接、経験したことがある」と回答したのは20.6％で、前回調査時の28.1％と比較して7.5 ポイント減少

した。一方、「身近に見聞きしたことがある」と回答した割合は38.7％で、前回調査時の20.1％と比較すると2

倍弱に増加していることから、周囲の人も問６に列挙した行為がＤＶだと認識するようになってきたことが想定

される。 

なお、「経験したこともないし、見聞きしたこともない」と回答した割合については39.3％と、前回調査の39.2％

とほぼ同率で推移している。 

 

◆問８ ＤＶの加害及び被害経験有無及び頻度 

それぞれの項目において、何らかのＤＶ経験があると回答した割合（全体から「どちらでもない・無回答」の

割合を引いたもの）は、「大声でどなる、罵倒する」が70.8％、「小バカにするようなことを言ったり、態度を取

る」が65.6％、「素手で殴ったり、足でける」が56.9％の順で高率となっている。 

 

◆問８〈副問1〉 ＤＶ行為について相談（打ち明けた）相手 

ＤＶ行為について、打ち明けたり、相談した相手について複数回答で質問したところ、「どこ（だれ）にも相

談しなかった」割合が43.5％（男性58.0％、女性32.8％）で最も高率であるが、前回調査51.4％と比較すると

7.9ポイント減少している。 

 

◆問８〈副問２〉 ＤＶ行為について相談しなかった理由 

「相談するほどのことではないと思ったから」（42.9％）、「自分にも悪いところがあると思ったから」（24.2％）、

「相談しても解決しないので、無駄だと思ったから」（24.2％）の順で高率であった。 

 

◆問９ ＤＶや性暴力などの行為の予防や根絶のために必要なこと 

 ＤＶや性暴力などの行為を予防し、なくすためには、何を行う必要があるのかを複数回答で質問したところ、

「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やし、窓口の周知を図る」が 50.5％（男性 47.1％、女

性53.7％）、「法律、制度の制定や見直しを行い、加害者への罰則を強化する」が44.3％（男性46.7％、女性42.3％）、

「学校で児童・生徒・学生に対し、人権問題や暴力を防止するための教育を行う」が 38.7％（男性 35.4％、女

性41.6％）の順で高率であった。 
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◆４．４．４．４．ドメスティック・バイオレンスドメスティック・バイオレンスドメスティック・バイオレンスドメスティック・バイオレンス((((夫婦・恋人間の暴力夫婦・恋人間の暴力夫婦・恋人間の暴力夫婦・恋人間の暴力) /) /) /) /セクシャル・ハラスメントセクシャル・ハラスメントセクシャル・ハラスメントセクシャル・ハラスメントについてについてについてについて    

 

問６ あなたは、配偶者や恋人があなたに対して、次のようなことをした場合、それを暴力だと思いますか。 

各項目ごとにあなたの気持ちに最も近い選択肢を1つだけ選択してください。【全員回答】 

［Ｎ＝1,015、選択数：各１］ 

 

図表６－１ 配偶者・恋人からの行為に対する暴力認識 ［総合：Ｎ＝1,015、選択数：各１］ 

 

身体に直接的な被害を及ぼす行為については、「どんな場合も暴力に当たる」を選択した割合が高く（約 85％～

95％）、「暴力の場合とそうでない場合がある」をあわせると、95％以上の県民が暴力だと認識している。 

一方、身体に直接的な被害を及ぼさない精神的な行為等については、「暴力の場合とそうでない場合がある」の割

合が、身体に直接的な被害を及ぼす行為よりも高くなっているものの、85％以上の県民が暴力だと認識している。 

前回調査と比較すると、ほとんどの項目で前回調査時点よりも「暴力に該当する（「どんな場合も」「時により」）」

と回答する割合が高くなっており、ＤＶに対する県民の理解、認識が高まっていることが伺える。 
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（ア）素手で殴ったり、足でける

（イ）バットやベルト等、物を使って殴

る

（ウ）物を投げつける突き飛ばしたり、

壁にたたきつけたりする

（エ）ドアをけったり、壁に物を投げ

つける刃物などを突きつけたり、

殴るふりをして、おどす

（オ）大声でどなる、罵倒する

（カ）小バカにするようなことを言った

り、態度を取る

（キ）何を言っても、長時間無視し続け

る

（ク）交友関係を制限したり、電話、

メール等を細かくチェックする

（ケ）嫌がっているのに、性的な行為を

強制する

（コ）見たくないのにポルノビデオやポ

ルノ雑誌を見せる

（サ）「誰のおかげで生活できるのか」

などと言う

（シ）生活費を渡さない、極端に制限し

て渡す

どんな場合も暴力に当たると思う 暴力の場合とそうでない場合がある 暴力に当たると思わない 無回答
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図表６－２ 配偶者・恋人からの行為に対する暴力認識（性別） ［性別：Ｎ＝1,015、選択数：各１］ 

 

 

性別では、ほとんどの項目で女性の方がより高率で暴力に該当すると認識している。「どんな場合も暴力に当たる

と思う」の男女差が最も大きい項目は、「大声でどなる、罵倒する」で男性53.1％、女性64.8％で、差は11.7ポイ

ントである。ただし、身体に直接的な被害を及ぼす行為の中には男性の方が高率で暴力と認識している項目が見ら

れるなど、ＤＶに対する男性の意識も高まっていると考えられる。 
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ビデオやポルノ雑誌を

見せる

（サ）「誰のおかげで生活で

きるのか」などと言う

（シ）生活費を渡さない、極

端に制限して渡す

〈男性〉Ｎ＝478

どんな場合も暴力に当たると思う

暴力の場合とそうでない場合がある

暴力に当たると思わない

無回答
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無回答
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問７ 問６のようなことをあなたは経験したり、見聞きしたことがありますか。【全員回答】 

［Ｎ＝1,015、選択数：各１］  

 

図表７－１ 配偶者・恋人からの暴力（ＤＶ）経験の有無 ［総合：Ｎ＝1,015、選択数：各１］ 

 

「直接、経験したことがある」と回答したのは20.6％で、前回調査時の28.1％と比較して7.5ポイント減少した。

一方、「身近に見聞きしたことがある」と回答した割合は38.7％で、前回調査時の20.1％と比較すると2倍弱に増

加していることから、周囲の人も問６に列挙した行為がＤＶだと認識するようになってきたことが想定される。 

なお、「経験したこともないし、見聞きしたこともない」と回答した割合については39.3％と、前回調査の39.2％

とほぼ同率で推移している。 

性別では、「直接、経験したことがある」は、男性18.4％、女性22.5％、「身近に見聞きしたことがある」は、男

性41.0％、女性36.5％、「経験したこともないし、見聞きしたこともない」は、男女とも39.5％となっている。 

年代別では、20歳代が「直接、経験したことがある」が8.8％と最も少ない一方、「身近に見聞きしたことがある」

は、46.0％と最も多くなっている。 
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★問７で「１．直接、経験したことがある」を選んだ方のみお答えください。 

 

問８ あなたは、あなたの配偶者や恋人に次のようなことをしたこと、またはされたことはありますか。したこと、

あるいはされたことがある方は、項目ごとに、あなたの経験に最も近い選択肢を１つずつ選択して下さい。 

該当しない箇所は、選択不要です。【問７で「１．直接、経験したことがある」を選んだ方のみ】 

［Ｎ＝209、選択数：項目別の「した」「された」ごとにいずれか１つ］ 

 

図表８－１ ＤＶ経験（加害、被害）の有無及び頻度（全体） 

［総合：Ｎ＝209、選択数：項目別の「した」「された」ごとにいずれか１つ］ 

 

それぞれの項目において、何らかのＤＶ経験があると回答した割合（全体から「どちらでもない・無回答」の割

合を引いたもの）は、「大声でどなる、罵倒する」が 70.8％、「小バカにするようなことを言ったり、態度を取る」

が65.6％、「素手で殴ったり、足でける」が56.9％の順で高率となっている。 

いずれの項目も「した」より「された」の割合が高くなっており、加害者と被害者の間に認識の違いが見られる。

「大声でどなる、罵倒する」と「小バカにするようなことを言ったり、態度を取る」の２つの項目については、問

６で「暴力の場合とそうでない場合がある」を選択した割合が比較的高いことから、自分の行っている行為はＤＶ

ではないと認識して行っている可能性がある。 
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図表８－２ ＤＶ経験（加害、被害）の有無及び頻度（性別） 

［男性（Ｎ＝88）、女性（Ｎ＝119）、選択数：項目別の「した」「された」ごとにいずれか１つ］ 

 

性別の加害、被害の状況を比較したところ、加害は男性が多く、被害は女性が多い。 

また、男性の加害と女性の被害、女性の加害と男性の被害のそれぞれの状況を比較したところ、加害者と被害者

が直接リンクしないため単純な比較は難しいが、加害は軽く、被害は重く受け止める傾向があると考えられる。 
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問８（副問１） 

 あなたは、問８のしたこと、されたことについて誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。 

該当するものをすべて選択して下さい。【問７で「１．直接、経験したことがある」を選んだ方のみ】 

［Ｎ＝209、選択数：いくつでも］ 

 

図表８（副１）－１ 配偶者・恋人からの暴力（ＤＶ）行為についての相談相手（総合・性別） 

［総合（Ｎ＝209）、男性（Ｎ＝88）、女性（Ｎ＝119）、選択数：いくつでも］ 

 
ＤＶ行為について、打ち明けたり、相談した相手について複数回答で質問したところ、「どこ（だれ）にも相談し

なかった」割合が43.5％（男性58.0％、女性32.8％）で最も高率であるが、前回調査51.4％と比較すると7.9ポ

イント減少している。 

また、「家族・親せき（29.2％、前回27.4％）」、「友人・知人（34.4％、前回26.5％）」に相談等を行った割合は

増加した一方、「女性相談支援センター（1.4％、前回2.2％）」や「男女共同参画センター（0.5％、前回0.6％）」

に相談した割合は減少、県庁、市町村役場・福祉事務所、法務局等の公的機関への相談件数はいずれもゼロだった。 
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家族・親せき

友人・知人

警察官

法務局・人権擁護委員・民生委員

市町村役場・福祉事務所
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女性相談支援センター

（配偶者暴力相談支援センター）

こうち男女共同参画センター「ソーレ」

裁判所・法テラス

医療関係者

（医師、歯科医師、看護師など）

民間の機関

（弁護士会、民間シェルターなど）

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

総合

男性

女性
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図表８（副１）－２ 配偶者・恋人からの暴力（ＤＶ）行為についての相談相手（年代別） 

［20代（Ｎ＝10）、30代（Ｎ＝31）、40代（Ｎ＝45）、50代（Ｎ＝52）、60代（Ｎ＝48）、 

70代以上（Ｎ＝22）、選択数：いくつでも］ 

 

年代別でみると、20歳代では80.0％「友人、知人」に、また30.0％が「家族・親せき」に相談しており、「どこ

（だれ）にも相談しなかった」割合は10.0％、9割の方が何らかの形で相談をしている一方、70歳以上では72.7％

が「どこ（だれ）にも相談しなかった」と回答するなど、年代による違いが見られた。 
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その他
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70歳以上
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★副問１で「13 どこ（だれ）にも相談しなかった」を選んだ方のみお答えください。 

 

問８（副問２） 

 あなたが、どこ（だれ）にも相談しなかったのはなぜですか。 

【副問１で「13 どこ（だれ）にも相談しなかった」を選択した方のみ回答】 

［Ｎ＝91、選択数：いくつでも］ 

 

図表８（副２）－１ 相談しなかった理由 （総合・性別） 

          ［総合：Ｎ＝91、男性（Ｎ＝51）、女性（Ｎ＝39）、選択数：いくつでも］

 

「相談するほどのことではないと思ったから（42.9％、前回 60.0％）」、「自分にも悪いところがあると思ったか

ら（24.2％、前回20.0％）」、「相談しても解決しないので、無駄だと思ったから（24.2％、前回17.6％）」の順で高

率であった。 

性別では、女性は「相談しても解決しないので、無駄だと思ったから（41.0％）」、「自分さえ我慢すれば、このま

ま何とかやっていくことができると思ったから（33.3％）」、次いで「自分にも悪いところがあると思ったから」と

「相談するほどのことではないと思ったから」が同率の28.2％と続いた。 

一方男性は、「相談するほどのことではないと思ったから（52.9％）」が半数以上を占め、次いで「自分にも悪い

ところがあると思ったから（21.6％）」、「自分に悪いところがあると思ったから（15.7％）」であった。 
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どこ（誰）に相談してよいのかわからなかった

から

世間体が悪く、恥ずかしくて言えなかった

相談しても解決しないので、無駄だと思ったか

ら

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどいことをされると思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま何とかやってい

くことができると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談窓口の担当者の言動により、不快な思いを

すると思ったから

他人にとやかく言われたくなかったから

いずれやめるだろうと思ったから

自分に悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

総合

男性

女性
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図表８（副２）－２ 相談しなかった理由（年代別） 

［20代（Ｎ＝１）、30代（Ｎ＝13）、40代（Ｎ＝14）、50代（Ｎ＝25）、 

60代（Ｎ＝22）、70代以上（Ｎ＝16）、選択数：いくつでも］ 

 

 

年代別では、割合にバラつきはあるものの、どこ（誰）にも相談しなかった理由としては「相談するほどのこと

ではないと思ったから」が最も高率であった。 
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すると思ったから

他人にとやかく言われたくなかったから

いずれやめるだろうと思ったから
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問９ デートＤＶ（交際相手からの暴力）、ＤＶ（配偶者等からの暴力）、性暴力などの行為が社会問題になって

いますが、このような行為を予防し、なくすためには、どうすればよいと思いますか。３つまで選択してく

ださい。【全員回答】 

〔Ｎ＝1,015、選択数：３つ以内〕 

 

図表９－１ ＤＶなどを予防し、なくすために必要と思われること（総合・性別） 

[総合・性別：Ｎ＝1,015、選択数：３つ以内] 

 

今回新たに追加した質問である。 

 ＤＶや性暴力などの行為を予防し、なくすためには、何を行う必要があるのかを複数回答で質問したところ、「被

害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やし、窓口の周知を図る」が50.5％（男性47.1％、女性53.7％）、

「法律、制度の制定や見直しを行い、加害者への罰則を強化する」が44.3％（男性46.7％、女性42.3％）、「学校

で児童・生徒・学生に対し、人権問題や暴力を防止するための教育を行う」が38.7％（男性35.4％、女性41.6％）

の順で高率であった。 

 性別でみると、「ＤＶ被害者が自立して新たな生活を始めるための支援を強化する（衣食住の確保）」（26.2％）で、

女性31.4％、男性20.5％の10.9ポイント差が見られた他は、比較的近い割合であった。 
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ラム等を実施する

法律、制度の制定や見直しを行い、加害者へ

の罰則を強化する

学校で児童・生徒・学生に対し、人権問題や

暴力を防止するための教育を行う

職場などで、性別に由来する人権問題や暴力

を防止するための教育を行う

地域で、防止啓発のための研修会、イベント

等を行う

メディアを活用して、広報・啓発活動を積極

的に行う

被害者が早期に相談できるよう、身近な相談

窓口を増やし、窓口の周知を図る

被害者を発見しやすい立場にある警察や医療

関係者等に対し、研修や啓発を行う

ＤＶ被害者が自立して新たな生活を始めるた

めの支援を強化する（衣食住の確保）

その他

わからない

総合

男性

女性
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図表９－２ ＤＶなどを予防し、なくすために必要と思われること（年代別） 

[年代別：Ｎ＝1,015、選択数：３つ以内] 

 

すべての年代で最も高率であったのは、「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やし、窓口の周知

を図る」で約45％から55％であり、次いで「法律、制度の制定や見直しを行い、加害者への罰則を強化する」でい

ずれも45％程度であった。 
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◆◆◆◆５．男女共同参画の推進について５．男女共同参画の推進について５．男女共同参画の推進について５．男女共同参画の推進について    

 

問11 あなたは、次にあげる言葉について、知っていますか。 

それぞれの言葉について、該当するものを１つだけ選択してください。【全員回答】 

[Ｎ＝1,015、選択数：各１] 

 

図表11－１ 男女共同参画関連用語等の周知度「全体」 [総合：Ｎ＝1,015、選択数：各１] 

 
最も認識が高かったのは、「セクハラ（セクシュアル・ハラスメント）」で88.9％、次いで「ＤＶ（ドメスティッ

ク・バイオレンス）」86.8％と9割近くの県民が「内容を知っている」と回答した。その後は、「男女雇用機会均等

法（51.1％）」、「育児・介護休業法（44.4％）」と続いた。 

「内容を知っている」と「聞いたことはあるが内容は知らない」を足した割合では、「セクハラ（95.0％）」、「Ｄ

Ｖ（93.6％）」、「育児・介護休業法（83.0％）」、「男女雇用機会均等法（82.1％）」の順で高い。 

「内容を知っている」「聞いたことはあるが内容は知らない」の割合が最も低かったのは、「クオーター制（3.3％

＋15.3％）」で、「高知家のしごと応援室（3.6％＋21.0％）」（H26.6 開所）、「次世代育成支援対策推進法（5.7％＋

26.6％）」、「女子差別撤廃条約（10.0％＋25.1％）」と続いている。 
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（オ）クオータ制

（カ）女性相談支援センター
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図表11－２ 男女共同参画関連用語等の周知度「全国調査との比較※」 

[高知：Ｎ＝1,015、全国：Ｎ＝3,033、選択数：各１] 

 

※「全国調査」出典：  

・平成24年度「男女共同参画社会に関する世論調査」（内閣府男女共同参画局調べ） 

 

※全国調査の質問文は「これらの言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことのあるものを 

全てあげてください。」となっているため、高知県の数値は「内容を知っている」「聞いたことが 

あるが内容は知らない」の回答を合わせたものを表示している 

 

 

全国と比較すると、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」（高知：50.1％、全国：41.3％）、「ＤＶ」

（高知：93.6％、全国：81.7％）、「女子差別撤廃条約」（高知：35.1％、34.8％）、「男女雇用機会均等法」（高知82.1％、

全国79.6％）と、いずれの文言も高知県の方が認識が高い結果となった。これは、前回調査（21年度）時点と同様

である。 
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（イ）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 

 

図表11－４ 男女共同参画関連用語等の周知度「ＤＶ」 [総合：Ｎ＝1,015、選択数：１] 

 

 

 

「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」については、「内容を知っている」（86.8％、前回 80.2％）と「聞い

たことはあるが内容は知らない」（6.8％、前回8.5％）を足すと、93.6％の県民が周知している。 

 性別では、「知っている」割合は、女性（90.4％）の方が男性（83.7％）よりも高率である。 

 年代別では、年代が上がるほど周知度が下がる傾向があり、20歳代（93.8％）、30歳代（95.8％）に対して、60

歳代（82.8％）、70歳以上（62.5％）であった。 
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（エ）こうち男女共同参画センター「ソーレ」 

 

図表11－６ 男女共同参画関連用語等の周知度「こうち男女共同参画センター」 

[総合：Ｎ＝1,015、選択数：１] 

 

 

「こうち男女共同参画センター」については、前回調査よりも周知度がアップしており、「内容を知っている」の

割合が27.0％から34.5％へと7.5ポイント増えたものの、全体的にはまだまだ十分周知されていない。 

 年代別では、「内容を知っている」に割合が50歳代で39.3％と最も高くなっている一方、20歳代は29.2％と10.1

ポイント低い。 

 同居家族内容では、「小学生の子どもがいる」層の周知度が45.3％と最も高く、「中学生」「高校生」「大学生・専

門学校生等」の子どもがいる層では約40％である。 
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（カ）女性相談支援センター 

 

図表11－８ 男女共同参画関連用語等の周知度「女性相談支援センター」 

[総合：Ｎ＝1,015、選択数：１] 

 
 

「女性相談支援センター」については、「内容を知っている」（16.9％）、「聞いたことはあるが内容は知らない」

（46.6％）合わせて63.5％の周知度である。 

 性別では、女性（19.1％）の方が男性（14.4％）よりも「内容を知っている」割合が高い。 

 同居家族内容別では、こうち男女共同参画センターと同様、「小学生の子どもがいる」層の周知度が 24.8％と比

較的高い。 
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（シ）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（いわゆるＤＶ防止法） 

 

図表11－14 男女共同参画関連用語等の周知度「ＤＶ防止法」 

[総合：Ｎ＝1,015、選択数：１] 

 

 

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（いわゆるＤＶ防止法）」については、「内容を知って

いる」（28.3％）、「聞いたことはあるが内容は知らない」（50.0％）で、約8割の県民が少なくとも名前は知ってい

る状態である。 

年代別では、「内容を知っている」の割合が、20歳代（23.0％）、60歳代（25.1％）、70歳以上（21.6％）で低く、

30歳代から50歳代は30％を超えている。 
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